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シナリオ 

アルトゥム会戦    Ver.2.3 

 

（宇宙暦
Ｓ．Ｅ．

７９１／帝国暦
Ｋ．Ａ．

４８２年） 

 

‥‥ただ戦場は数の差がはっきり出る場所では

なかった。帝国軍は第二惑星の軌道近くに布陣

している。これは、二つの小惑星帯にはさまれた

位置だった。とくに、両軍を隔てている外側の小

惑星帯は幅広く、密度も濃い。強引に押し渡るの

は困難であろう。  

  －銀河英雄伝説列伝第 1 巻「ティエリー・ボナール

最後の戦い」」より－ 

 

■艦隊編成 

帝国軍 

ベーゼンハルト家艦隊 約一万隻（総数１４ユニット） 

当主：ベーゼンハルト  

家宰：フート  

主力本隊(フート指揮)(10) 

旗艦ユニット：1（通常型旗艦） 

高速艦ユニット：３ 

通常艦ユニット：６ 

 

ベーゼンハルト直卒隊（４） 

旗艦ユニット：１(高速分艦隊旗艦) 

高速艦ユニット：３ 

 

同盟軍 

第９艦隊 約一万二千隻（総数１６ユニット） 

艦隊指揮官：ペテルセン  

  

直衛分艦隊(ペテルセン本隊)(８) 

旗艦ユニット：1（通常型旗艦） 

高速艦ユニット：３ 

通常艦ユニット：４ 

 

ウランフ分艦隊（４） 

旗艦ユニット：１(通常分艦隊旗艦) 

高速艦ユニット：２ 

通常艦ユニット：１ 

 

ボナール分艦隊（４） 

旗艦ユニット：１(高速分艦隊旗艦) 

高速艦ユニット：２ 

通常艦ユニット：１ 

 

 

■ 配置 

 

 

             

 

 

 

 

帝国軍（先に配置） 

ヘックス０９０３から４ヘックス以内。ただし回廊(特別

ルール参照)には配置出来ない。 

 

同盟軍（後に配置） 

直衛艦隊：ヘックス０９０８から１ヘックス以内 

ウランフ分艦隊：ヘックス１５０３から１ヘックス以内 

ボナール分艦隊：ヘックス０２０２から１ヘックス以内 

 

■シナリオの長さ 

 ５イニング。 

 

■勝利条件 

(1) 帝国軍の艦隊がすべて除去されるか、モラルチェ

ックに失敗したらゲームは終了し、同盟軍の除去

ユニット数により勝敗を決定します。 

    ６以上 引き分け 

    ５～３  同盟軍勝利 

    ２以下 同盟軍完全勝利 

 

(2) 同盟軍のユニットが１０ユニット以上除去されたと

き、その時点でゲームは終了し、帝国軍の勝利と

なります。 

(3) ベーゼンハルトのユニットが除去されたとき、その

時点でゲームは終了し同盟軍勝利となります。 

 

シナリオ終了時までに上記勝利条件が達成されて

いなければ帝国軍の勝利とします。 

 

■特別ルール 

１．イニング終了チット 

カップからＥｎｄチットを引いた時、１回目はカップに

戻し、２回目に引いた時にイニング終了とします。 

 

２．小惑星帯 

以下のへクスは小惑星帯です。艦艇ユニットは進入

できません。また小惑星帯は指揮範囲を判定する

際には 1 ヘックスを 3 と数えます。 

①へックス０２０１列～１４０１列   

②へックス０２０４～０６０４～０２０８～０６０８に囲

マップを畳んだ状態で

0101,1501,0109,1509に

囲まれた範囲を使用。  
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まれたヘックス 

③ヘックス０９０４～０９０８ 

④ヘックス１１０４～１４０４～１１０８～１４０８に囲

まれたヘックス 

   

３．回廊 

(1) 小惑星帯には同盟軍が開口した二本の回廊があ

ります。 

①ヘックス０７０５～０７０８、０８０４～０８０７ 

②ヘックス１００４～１００７ 

(2) 回廊ヘックスへから移動を開始する、もしくは回廊

に進入する艦艇ユニットは移動力が1減少します。 

(3) 艦隊は回廊内で高速隊形に変換したり、回廊を通

過することは出来ません。 

(4) 指揮範囲は通常通り通すことが出来ます。 

 

４．フォルカー・フォン・ベーゼンハルト伯爵 

(1) 帝国軍の艦隊は正規軍ではなくベーゼンハルト家

の私有軍です。名目上の指揮官はベーゼンハルト

ですが、ルール上は家宰であるフートを艦隊指揮

官として扱い、ベーゼンハルトの直卒隊はその分

艦隊とみなします。 

(2) フートの指揮官ユニットが除去されたとき、ベーゼ

ンハルトが艦隊指揮官に昇格します。直衛艦隊と

自身の直卒隊の区別は無くなります。（ベーゼンハ

ルトの指揮範囲に注意） 

(3) ベーゼンハルトの指揮官ユニットが除去されたと

き、帝国軍艦隊は降伏します。 

(4) 第２イニングの開始時にベーゼンハルトは強行突

撃隊形となります。チットを引いたときは移動力で

最も近い同盟軍に対して前進します。判定の上で

小惑星帯は通過不可能とみなし、回廊は移動力

の減少を無視して数えます。 

 

５．同盟軍艦隊 

(1) 帝国軍の逃走を防ぐため、ペテルセン提督は小惑

星帯の天頂と天底方向から迂回攻撃を行いました。

そのため配置時の分艦隊は独立状態です。 

(2) イニング開始時に直衛艦隊の指揮範囲内にある

分艦隊は艦隊指揮官の指揮下に置くことが出来ま

す。 

(3) 分艦隊が独立している間、直衛艦隊のモラルチェ

ックは直衛艦隊のユニットのみを総数として判定し

ます(８ユニット中４個除去でチェック開始)。分艦隊

が指揮下に入ったときはそのユニット数も総数に

含まれます。同時に分艦隊の損害も除去ユニット

数に含まれます。 

(4) もしペテルセンがモラルチェックに失敗したとき

に、ウランフとボナールがその指揮下にいたなら

ば即座に独立艦隊となることが出来ます(ペテルセ

ンのモラル崩壊の影響を受けない)。 

指揮下に入るために減少していたチットは次のイ

ニングから投入されます。 

 

６．撤退 

(1) 帝国軍は小惑星帯ではないマップ端のヘックスか

らいつでも撤退できます。強行突撃隊形の艦隊ユ

ニットであっても、一回の移動で撤退可能な位置

にあれば突撃の強制を無視することが出来ます。 

(2) マップ端の外に通常のヘックスがあると見なし、移

動力を消費すれば撤退完了です。 

(3) 撤退したユニットはいかなる場合も除去とはみなさ

れません。そのためマップ上のユニットをすべて除

去してもモラルチェックの判定に達しない場合、勝

利条件(1)による判定は不可能となります。 

(4) 指揮官が撤退した艦隊はチットを一枚だけ残しま

す。チットを引いたときは指揮範囲外のユニットとし

て行動します。 

(5) 指揮官が撤退した後もマップ上に残ったユニット

の除去によってモラルチェックが発生する場合が

あります。その結果はマップ上に残っているユニッ

トにのみ適用されます。 

 

 

<指揮官一覧> 

帝国軍 

指揮官 攻 

撃 

防 

御 

指 

揮 

力 

指 

揮 

範 

囲 

チ 

ッ 

ト 

モ

ラ

ル 

メ 

ン 

タ 

ル 

特

殊 

フート ４ ５ ８ ６ ２ ６ -2 - 

ﾍﾞｰｾﾞﾝﾊﾙﾄ ５ ２ ５ ３ 1* ３ +4 Ｃ 

 *選択ルールによりチット 2枚 

 

 

同盟軍 

指揮官 攻 

撃 

防 

御 

指 

揮 

力 

指 

揮 

範 

囲 

チ 

ッ 

ト 

モ

ラ

ル 

メ 

ン 

タ 

ル 

特

殊 

ﾍﾟﾃﾙｾﾝ ４ ３ ６ ５ 1* ５ +3 - 

ｳﾗﾝﾌ ６ ６ ８ ６ ２ ６ +2 - 

ﾎﾞﾅｰﾙ ５ ５ ８ ６ ２ ６ -1 - 

 *選択ルールによりチット 2枚 

 


